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三21世紀型教育システムの

創造に向けて

静岡県『新世紀教育計画』のしくみと可能性

静岡大学教育学部教授
（県教委・新教育計画策定専門委員長） 、馬 居： 政： 寺；

現在、 各地で21世紀をふまえた新しい教育計画策定の取り組

みが行われています。 こうしたなか、 静岡県では平成7年度か

ら向こう10年を目途とした『新世紀教育計画』をスタートさせ

注目を集めています。 日本教育新聞静岡県版は昨年1年間、 同

計画策定委員会委員長の馬居政幸・静岡大学教育学部教授に計

画の解説を連載して頂き好評を博しました。 そこで改めて馬居

教授に修正・加筆して頂き、 皆様の参考に供することに致しま

した。

日本教育新聞社静岡支局
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教育システム転換の時代

■ 子ともの人口最低に

「15歳未満の子供の人口と総人口に占める比率
がともに調査を始めた1920年（大正9年） 以米 、

最低となっていることが総務庁が4 Li 、 公表した
『こどもの日」にちなんだ統計で明らかになった・・・・・・

（中略）……世界的にみても日本の子供の人11比
率は主要国の中で最低で、 『少子社会」ぶりが際
立っている」 （平成 7 年 5 月 5 II 朝口新聞夕刊）

毎年こどもの口の5月5日の新聞には、 その年
の子どもの現状（問題） を象徴する話題が掲載さ
れる。今年（平成 7 年）は子どもの人口比の減少
がテ ー マであった。

このように日本では子どもの減少が少子化問題
として大きな課煽であるが、 世界の大勢は人LI抑
制の方にある。昨年エジプトのカイロで開催され
た世界人口会議で最も話題になったのは、子ども
を産むかどうかについての女性の側の自己決定権
（リプロダクティプヘルス／ライツ）に関する論

議であった。
他方、 工業化の進行とともに先進国と呼ばれる

ようになった国はいずれも少子化の洗礼を受けた。
その意味で、 子どもの減少は日本の盟かさを示す
パロメータ ー といえなくもない。実際に日本政府

はつい披近まで、 人LI政策の優等牛として振る舞っ
てきたはず。

それがなぜ逆に現代の子どもの問函を象徴する
話題に変化したのか。さらには、 このような少チ
化問頌が静岡県の新しい教育計画にどのように1対
係するのか、 との疑問をもつ方もおられよう。

■ システム転換の時代
理由は子どもの過度の減少は、社会の再生産シ

ステムの基盤を揺るがす問題になるからである。
平たくいえば、 人気のテレピドラマの 「八代将屯
吉宗」ではないが、 跡継ぎのいない家は断絶せざ
るをえない。この道理は国家も同じである。

通常、 再生産の目安は一人の女性が生涯に涯む
子どもの数の平均値（合計特殊出生率）が2.08を
切った時点。既に、 口本はこの段階をゆうに越え
ている。

子どもは未米からの使者といわれる。その了·ど
もが少なくなるということは、 その社会に未米が
ないということでもある。新枇lに見るように、 f• 
どもの比率が世界の上要国で蚊も低くなるという
ことは、 日本の未米は世界で最も暗いということ
を意味しないか。

そして 、 実は、 社会の再生産システムの中心に
あるのが教育システムなのである。さらに、 現代
の教育システムの中核は学校である。

■ 何が問題か
社会の跡継ぎが育たないのは、 その社会の教育

1平成7年一年間の日本教育新間の発行紙面をすべて収町
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システムに何らかの欠陥が生じていることを意味
する。特に、 学校が、ンステムの中核に位置してい
るとすれば、問顕もまた学校にあるといわざるを
得ない。

もちろん教育・システムは学校のみでない。家庭
や地域、 あるいは情報即境を含めた社会全体に広
がるものである。だが、 戦後日本の教育システム
は学校中心に再構成され、 それが社会の盟かさを
生み出す基盤のひとつとして極めて有効に機能し
てきたといえる。

他方で、 少子化は学校教育の団的・質的拡大と
ともに進行したことも事実である。そして、 口本
の教育システムが学校教育中心のシステムとして
完成したと思われたときに、 その本米の目的であ
る社会の再生産ヽンステムとしての機能に障害が生
じてしまったわけである。

■ 新教育計画への視点

このことは、 具体的な個々の学校や教師が問題
というのではない。むしろ私は、 口本の学校と教
師は世界で最も優れてたレベルにあると評価する。
問題は、 学校や教師の教育力の前提にある社会 、ン
ステムに変化が生じ、 学校中心の教育システムが
不適合になったことである。いかに教師が情熱を
もって指迅したとしても、 あるいはいかに学校の
中で子どもを長時間教え続けたとしても、そのこ
と自体がますます問函を深刻化させる原因になる
場合が生じるということである。個々人の努力を
越えて生じるのがシステムの問頌だからである。

そしてこのようなシステム次元の問題に対処す
べく 、 文部省が提示してきたのが、 新しい学力観

（教育の内容）と学校週五日制（教育の仕組み）
であり、 これを総合する視点が生涯学習体系への
移行である。いずれも静岡県の新しい教育計画の
柱となる視点でもある。

学校教育自体の生涯学習化

■ 私の原則

新教育計画策定に取り組むにあたり、私は個人
的に3つの原則を設定した。

(a)30年先を見通しての10年計画であること
(b)人の生涯にわたる教育計画であること
(c)静岡県で生活する全ての人たちの教育計画

であること。

まず(a)についてだが、この新教育計画は、その
名が示すように2001年（平成13) をはさんでの 10

年を射程においた教育計画である。ただし、 同じ
10年でも、現在を延長した10年と、 より先を想定
した位置から逆罪した10年では、その内容は全く
異なるものになる。

これまで少子化問姻を切り口にシステムの次元
からの改編の必要性を指摘した。今、 計画を策定
するとするなら、 当然、 現在の延長ではなく 、 将
米のあるべきシステムを想定しての計画でなけれ
ばならない。

では、 いつを想定すべきか。30年後の2025年
（平成37)。これが私の考えである。

■ 超高齢社会に備えて

理由は、この時に日本が超高齢社会になること。
現在40代後半の団塊の世代が70代後半に、 20代 前
後の団塊ヽジュニアが50代前後に、そして働き盛り
の30代に現在の超少子化世代がいるからである。

30年後に日本の人口構成は逆ヒ゜ ラミッドに近い
形になる。少数で多数を支えなければならないわ
けである。そのために日本のあらゆる社会システ
ムが、この2025年における日本の姿を想定して改
編されようとしている。教育ヽンステムも例外では
ない。

それは少子化にともなう学校の再編成にとどま
らない。労働や生産システムの改編は、男女が共
に働き共に家事・育児を担うことを要請する。日
本人が異なる文化の世界に住み、 異なる文化の住
人が日本の地域社会で生活する社会になる。高度
に情報を駆使する能力や超高齢社会を支えるポラ
ンティアマインドが人として生きるための碁礎・
基本になる。いずれも現在の学校教育のみでは対
象できない。

すなわち、30年後を想定しての教育計画とは、
人の生涯にわたる教育・学習システム全体の再構
築が課題である。(b)の原則である。

■ 生涯にわたるとは
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もっとも生涯学習については、静岡県は先進県
としてさまざまな施策がすでに実施されている。
これまでの教育中期計画も生涯学習体系への移行
を前提とした計画である。

では何が新たな課題なのか。それは学校教育自



体の生涯学習化である。現在の教育システムが学

校中心であることは誰もが認めるところであろう。

それは単に小・中・高・大という学校教育が中心

であるにとどまらない。公的な施設や民間のカル

チャ ー センタ ー などで生涯学習の名において実施

される教育も、 その教育方法や教育内容からみれ
ば、 実質的に学校教育の延長といわざるを得ない。

教師・教科書・教室・時間書llといった、11本の学

校教育を構成する要素が中心にあるからである。

しかしこれから必要なのは、 現在の学校教育と

同竹の教育と学習を人の生涯全体に拡大すること

ではない。再構築の方向は学校教育自体に向けら

れねばならない。その第一歩が、 新しい学））観に

基づく学校教育の再構築であり、学校週hn制の

実施による了·どもの生きる場全体の再構築である。

加えて、 人の生涯にわたる教育と学習のあり方

を再構築するといえば、 当然、 行政的には教育の

分野以外の問顕に言及する必要がでてくる。すで

に文部省が担っている分野以外で、 実質的に進行

している施策も多い。これが(C)の原則の社会的背

呆である。そこで(c)の原則の理由だが、その答え

は(a)と(b)の原則との関係のなかにある。

行政の新たな枠組みの必要性

■ 行政の枠を越えて
まず(a)との関係。「30年先を見通して」とは、

急速に進行する社会の超高齢化、 国際化、梢報化

に対応して、近未米社会にソフトランディングす

るための10年計画、 という意味だが、 問頷はここ

から始まる。

前述したように超高齢化は少子化とセット。若

い男女が安心してチどもを産み育てることができ

る仕組みの構築が緊急課題である。その代表が保

育園の拡充だが、 それを子育ての負担軽減の問題

に止めてはならない。重要なのは子育て初体験の

男女を「一人前の父親と母親」に教え育てるしく

み。そこで必要になるのが、 親子二代にわたる少

子世代の幼児期の教育システムをト ー タルに見直

し、 再創造する教育計画である。だが、 0歳児保

育も含めて保育園は厚生省所轄である。それに対

して幼児教育の中核の幼稚図は文部省所轄である。

そして、新教育計画策定の主体は静岡県教育委員

会である。その守備範囲に保育園はない。その結

果、従来の「文部省→教育委員会」の延長線上で
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策定する限り、(a)の課頗を包含することは困難と

いわざるを得ない。

他方、 私の手元に r今後の子育て支援のための

施策の基本方向について」と題する小冊子がある。

少f化の波を1tめるために国が提示した、 エンゼ

ルプランのバンフレットである。その第lペ ー ジ

に、 この計両が平成6年12月16Uに文部、 ・匝生 、

労働、 建設の4大臣により合意されたものである

と記されている。

現在の行政の枠糾みは過去の問頴に対処するた

めに設四されたもの。木米の問源解決のためには、

新たな枠組みが必要となる。そのことをェンゼル

プランの成立過程が証明している。

同様のことは静岡県の教育行政においても指摘

できる。平成7年2月 、 私が座長をつとめ県教育

長に提出した「開かれた学校づくりの推進につい

て」には、 保育のみでなく 、 高齢者ケアに関わる

サ ー ビス機関をも射程においた学校施設・設備の

聞き方を提言した。

■ 連携の推進主体に
(b)の生涯学習の場合、県教委に生涯学習課が設

四されたことが示すように、「文部省→教育委貝

会」のウイングはかなり広がってきた。だがそれ

ゆえに新たな課題も生じてきている。

たとえば、 生涯学習の柱にリカレント教育があ

る。その担い手候補の箪頭が私の職場、 すなわち

大学である。だが、 国・公・私立を問わず、現時

点では大学行政は県教委の守備範囲を越える課渥

だ。県民全体の教育・学習を視野においた相互の

辿携が、 生涯学習推進のカギとなろう。

さらに、 大学のみで県内各地の地域社会に根ざ

した生涯学習の多様かつ高度な推進は不可能であ

る。そのため、 地域に根ざした教育実践を柏み直

ねている？』等学校にその担い手として期待が寄せ

られる。今後確実に進行する少子化に伴う急激な

生徒数減をも視野におきつつ、地域の多様な年代

の人々が生活する中で、 気軽に学ぶことが可能な

高等教育機関として、 高校を再構築することが今

後の重要課図であろう。そのためには、 私学行政

や地域産業振興関係機関との辿携が不可欠になる。

もちろん 、 これら全てが新計画の対象という意

味ではない。多様な機関相互の連携は、明確なプ

ランに基づき積極的に推進する主体があって始め

て可能になる。その役割を担うことへの期待と決

意を込めて設定したのが(c)の原則なのである。



さて、これまで教育計画を策定するにあたって
前提としたいく つかの視点について提示してきた。
ここから新世紀教育計画の中身の紹介に人りたい。
そのため、 お手元に新lit紀教育Jt画の本冊子ある
いはパンフレットがあればそのH次を見ていただ
きたい。もしなければ、 新世紀教育計画の口次を
まとめた図lならびにその構造を示す�12と区13

を見ていただきたい。

一
生涯学習社会に向けた

「サンドイッチ構造」

■ 理念と施策
新世紀教育計画は、 その目次が 示すように、

「枯本構想」と「翡本計画」の二つの部分で構成
される。本計画の 「基本コンセプト」を示したの
が 「基本構想」、その現実化のための 「施策コン
セプト」を示したのが 「基本計両」 である。

すなわち、「基本構想」では新世紀教育計画の
基本コンセプトに相当する哩念が、次の二つの方
向から論じられる。 まず、 「1. これからの社会
と教育の課頴」では、 本教育計画の社会的背娯と
それに基づく 教育課題が明記される。そしてそれ
を受けて、 「 2. 悶かでゆとりに満ちた生涯学習
社会の形成」と 「3. 新たな時代が要詰する課函
への教育面の取み」 という

―
ごつの方向によって、

本教育計画の基木コンセプトが提起される。 （以
後 、 「2」を 「生涯学習社会形成」、 「 3 」 を
「新時代要請」 と略す） 次に、 「基本計画」では

「基本構想」で提示した茄木コンセプトの具体化
として、教育実践化と行政施策化のための方向を
総合的に示す施策コンセプトとその内容を十種の
帝によって捉起している。

図 2 を見ていただきたい。 「屈本計画」の第 1

帝～第7 窃が 「生涯学習社会形成」、 第8 章～第
10翔が「新時代要請」の実践化と施策化に相当す
る部分であることが理解できよう。では、図2に
ある、「生涯学習社会形成 （第 1 章～第7 帝）」が
「新時代要謂 （第8 帝～第10窄）」によって支えら
れているという図式は何を意味するのか。 ヒント
は 「生涯学習社会形成」を構成する7種の施策コ
ンセプトの並び方にある。図2 に示すように、 1
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窪と7南によって、 2沼から6究までがひとまと
まりのものとして挟まれる構造になっていること。
その理由は二つある。

■ サンドイッチ構造
その一つは、第 l 布と第7 y:は、第2 布から第

6 喉とレベルの違う施策コンセプトであることを
示すためである。すなわち、 「第1竜 生涯にわ
たる学習即埓の整備」と 「第7 布 生涯学習社会
に対応する指打者と施設の総合的活用の推進」は、
第2,·;f：から第六南までの全てに関係する施策コン
セプトである。

言いかえれば、 第1咲の理念を具体化する施策
コンセプトが第2章から第6 常であり、 それを担
い支える「ヒト」や 「モノ」や 「コト」の施策化
コンセプトが第7 章というわけである。 その二つ
は、 7 種のコンセプトの施策化に直任を持つ行政
主体を明確にすることを忍図したことである。多
分、現在の静岡県教育委貝会事務局各課の構成を
知る方は理解できよう。

すなわち、第2 章が義務教育課と高校教育課と
特殊教育課、第3 章がは少年課、第4 章が社会教
育課、 第5 窮が文化課、第6 意が体育保健課であ
る。 そして、 第2 章～第6 章を総括する第1 窃と
第7�:の担当課が生涯学習課である。

私は、この二つの関係を 「サンドイッチ構造」
と呼んでいる。 サンドイッチのパンが第1究と第
7 帝、 中身が第2章～第6 章というわけである。

すなわち、生涯学習社会形成というサンドイッ
チをつく るために、パンづくりを担当するのが生
涯学習課。 学習者の好みに応じて中身の材料を調
逹して料理するのが生涯学習課以外の各課である。

なぜこのような複雑な構造にしたのか。さらに
は、 教育計画 策定の前提となる三つの原則の一つ
として、 「教育委員会行政の範囲を越える計画」
と述べたはずなのに、なぜ現状の事務局梢成を前
捉にした「基本計画」を立てたのか。

その理由は、 今回の10年計画の実践主体と その
実践の射程範囲に関係する。

■ 現実化させるのは誰？
これまで幾度か指摘したように、新世紀教育計

画は21世紀の静岡県教育の創造を射程において計
画である。その意味で、射程範囲は、少なく とも
超高齢化が予測される30年後にまで広げなければ
ならない。 ただし、いかに理想的な計画であって



図 1 . 「新世紀教育計画」 目 次
第 1 部 基本構想

1 これから の社会と教育の課題
2 翌かでゆ と り に満ちた生涯学習社会の形成
3 新たな時代が要睛する課題への取組み

第 2 部 基本計画
施策体系

第 1 章 生涯 に わ た る 学習環境の整備
1 生きがいに満ちた生涯学習の振興

(1渚進体制の賂佃
(2浮習機臨の活性化と学習活動の活発化
(3注涯学習の情報提供の充実

2 学校週 5 日 制の推進
(1浮校、 家庭及び地域社会の連携協力の推進
(2)開かれた学校づ く り の推進
(3汗供たちの自主的 ・ 自 発的な活動の支援

第 2 章 自 立 と 共生 を 目 指す学校教育の充実
温か さ の あ る 幼稚園
1 幼児が伸び伸びと活励できる教育環箕の創造

( 1)-人一人が遊びをつ く り 、 広げて い く 指忠の充実
(2)幼児の意欲を育てる教師の援助

2 地域と と も に歩む幼稚園づく り の推進
(1)幼鬼教育のセンター的役割を担う幼稚園

明 る ＜ 楽 し い小学校
1 児蛮の多彩な資質や能力を引き出す教育の推進

(1)自 ら対象にはたらきかけ、 学ぶ意欲を高める児章の育成
(2)豊かな体験活動を通し、 生き方を広げる こ と ができ る児蛮の育成

2 逍：かな心身をはく・ く む教育の充実
(1)人梱を尊mする教育の推進
(2)他を思いやる心を培う教育の推進
(3)いのちの大切さに気付く 心を培う 教育の推進

3 地域社会に根ざした学校づく り の推進
(1浮校の生涯学習センタ ー と しての整備

学びの喜びに瀾 ち た 中学校
1 生徒の主体性 ・ 創造性を伸ばす教育の推進

(1滋んで課廂を見つけ、 自 ら考え、 選択 ・ 統合 し、 表現する生徒の育成
(2湘性が生きる体験的な活動をとおし、 生き方を高め る こ と ができる生徒の育成

2 坐かな人問性 と生きる力の育成
(1)人栢tを尊niする教育の推進
(2)人 ・ 自然 ・ 社会 ・ 文化とのかかわ り を通した、 と もに生きる力をは ぐ く む教育の推進
(3)自己の生活を見つめ、 判断し行動でき る生徒の育成

3 畔 と と も に歩む学校づく り の推進
(1)地域住民に支援された教育活動の推進

個性が開花 し 夢広がる 高等学校
1 個性を生かし、 生徒の自主性 ・ 創造性を伸ばす教育の推進

(1)広い視野に立ち、 未来を拓く 課題解決能力 と表現力の育成
(2冶徒の多様な個性に縮じた教育の推進

2 自 ら の価値観や生き方を創造する主体の育成
( 1)人梱を尊mする教育の推進
(2)社会の中で生きてはた ら く 力を育てる教百の推進
(3冶命を尊mし 、 健康で安全な生活を築く 実践力の育成

3 文化を発信する高校づく り の推進
(1)坦域や社会に対する学習機会の提供

可能性を広げ希望 に 溝 ち た 盲学校 ・ 聾学校 ・ 養謹学校
1 自立をめざし 、 自己実現を図る教育の推進

(1)-人一人の特性に応じ 、 発進を促す教育の充実
(2)様々 な経験を通し、 意欲を高める教育の推進
(3)社会自立を促す高等部教育の充実

2 堡かな心身をはく・ ＜ む教育の推進
(1)人櫂を尊mする教育の推進
(2)ふれあいを広げ、 社会性を育てる教育の充実
(3冶命を大切に し、 生き る こ と の喜ぴを感じ る教育の充実

3 地城社会に根さした教育の推進
(1)坦域の理解を広げ、 地域に開かれた学校づく り の推進

第 3 章 次代を祖 う 心豊か な た く ま し い青少年の育成
1 坐かな感性と市民性をは ぐ く む参加体験活動の推進

(1)自立への基盤を築く 社会参加活動の推進
(2洪生の心をはく・ く むポランテ ィ ア学習の推進
(3濃かな感性 と た く ま し さ を培 う 自 然体験活動の推進
(4)地球市民と しての自党を促す回際交流活動の推進

2 四少年の参加体験活動を支援する 社会基盤の充実
(1)地域で心豊かなた く ま しい青少年をは ぐ く む基盤の整備
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(2)地域の四少年団体や育少年グループヘの支扱と指尊者の益成
3 丙少年を健やかには ぐ く む社会環第の賂伽

(1)地域における非行防止体制の整伽
(2)匹少年を取 り 巻 く 四坑浄化活動等の推進

第 4 寧 豊 か な 人 生 を創 出 す る 社会教育の推進
1 自己を高め、 う るおいと既かさをもたらす成人の学習活動の振興

(1)多捺な学習機会の捉供と学習内容等の充実．
(2)社会教育臨係への助成と社会教育拠点施設の建設
(3浮習成果の社会への還元

2 豊かな人格の話礎をは ぐ く む家庭教育への支接
(1)家庭づ く り を支扱する学習機会、 柄報提供 ・ 相談活動の充実
(2)地域や近隣の助け合いによ る子百て支援の体制づ く り
(3滲庭教行の リ ーダー痰成

3 確かな人稲感党を身につける 同和教育の推進
(1 )同和問頓解消のための啓発 ・ 教育の推進
(2湘甜者研修の充実
(3)心の通いあう交流活動の推進

第 5 章 未来 を 拓 き 、 世 界 に広が る し ず お か文化の創造
1 文化の継承と創造

( 1)牡かな文化資源を生かした文化環第づく り の推進
(2滋活にう るおいと喜ぴをもたらす香り 高い文化活動の推進
(3症統ある文化遺産の発掘 ・ 継承 ・ 保存と未来への活用

2 文化発信社会の構築
(1)世界に広がるしずおか文化の創造
(2流l性豊かな文化佃報の発信 ・ 活用の推進
(3)国内外の諏々 な文化と の活発な交流

第 6 章 健康で明 る い生活を 支 え る ス ポ ー ツの振興
1 健康 ・ イ本力づく り や生きがいのための生涯スポー ツの振興

(1)各稲スポー ツ活動の育成と浩動の支援
(2)地域に根づく 生涯スポー ツ衷坑の整備
(3)夢ある静岡国体の開催

2 可能性に挑む競技スポーツの振興
(1)胃少年のためのスポーツ活動の振興
(2)競技人口の拡大と競技力の向上
(3)スポーツ医科学を取り 入れた総合スポー ツ施設の賂備

3 夢と希望にあふれる 「みるスボー ツ」 の振興
(1)文化と しての 「みるスポーツ」 の振興
(2)国際大会を含むピ ッ グイベン ト の開催

第 7 章 生涯学習社会に対応す る 指導者 と 施設の総合的活用の推進
1 社会の様々 な教育への要前に応える指辺老の育成

(1)学校教職図の研修の充実
(2)社会教育関係指芯者の強成と研修の充実
(3注涯学習時代の教職口等のラ イ ンプラ ンの推進

2 生涯学智社会を支える教育施設 ・ 設備の整備充実
(1浮校の施設 ・ 設仰の整僻 と 多様な活用
(2)多様な社会教百施設や匹少年教百施設の痰箭 ・ 拡充
(3)栞総合教育セ ンターの整備 ・ 充実

3 時代の進展に対応する教育経営の推進
(1)個性盤かで、 魅力あふれる学校経堂の推進
(2)地域の要詔に応える柔軟で弾力的な社会教育機関の迎営
(3浮習活動の多面的な評価 と入学者選抜制度の在り方の検討
(4)地域の防災拠点 と しての学校 ・ 施設経堂の推進

第 8 章 明 る ＜ 豊かな共生社会の形成 を 目 指す教育の推進
1 心ふれあ う ポラ ンテ ィ ア学習の振興

(1)ポラ ン テ ィ ア活動の推進と現坑整備
(2)ポ ラ ンテ ィ ア活動の場や機会の提供

2 少子 ・ 高齢社会への対応
(1)子供たちが互いに育ち、 学び、 教え合う 埠の創造
(2)長寿社会を生きる高齢者の生きがいづ く り と社会参加への支援
(3)異世代閻の相互理解と交流の推進

3 男女共同参画社会の形成の促進
( 1)生涯にわた る男女平等教育の推進
(2洩女が と も に築 く 社会づく り への支援

第 9 章 活発な交流 と 連携 を促進す る 高度情報化の推進
1 惰報活用能力の育成

(1)コンピュ ータ活用能力の育成
(2)高度憫報化に伴う 硝報教百の基盤の整僻充実

2 マルチメ ディ ア を活用 した教育の推進
(1)マルチ メ デ ィ ア の活用体制の整備
(2)マルチメディ ア の特性を生かした学習の創造
(3)多様化す る学習への要即に応じた活用の促進

第 1 0章 地球時代に伴 う 自 然や異文化 と の交流 ・ 共生
1 内なる国際化の推進 と異文化との交流

(1)自 国や郷土文化の理解に基づく 異文化理解の充実
(2)外国諾学習や国際交流の充実による異文化理解の促進
(3)世界に開われた地域づ く り の推進

2 地球的視野に立 っ た自然斑坑の保全 と 自 然 と の共生
(1)感じ 、 考え、 行動する環第教育の実践
(2)地域社会における職埠学習の充実
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図 2 教育計画の し く み

未 来 を 切 り 拓 く 感 性 と 創 造 性 を 求 め て
一豊かでゆと り に満ちた生涯学習社会の形成一

本 構 想

l ． これからの社会と 教育の課題
2 . 豊かでゆ と り に満ちた生涯学習社会の形成
3 . 新たな時代が要請する課題への取組み

r - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - - - - - - - - - - - - -
: ＇ ， 

： 
第 2 章 自立と共生を目指す学校教育の充実

I 混かさのある幼稚園
明 る ＜ 楽しい小学校

喜［ 学びの喜びに満ちた中学校
個性が開花し夢広がる高等学校
可能性を広げ希望に満ちた盲学校 ・ 聾学校 ・ 狸護学校

第 3 章 次代を担う心豊かなた く ま しい青少年の育成
習 第 4 章 豊かな人生を創出する社会教育の推進

胃 第 5 章 未来を拓き、 世界に広がるしずおか文化の創造
第 6 迂 健康で明るい生活を支えるスポーツの振興

第 8 章 朗 る ＜ 豊かな共生社会の形成を目指す教育の推進
第 9 章 活発な交流と連携を促進する高度情報化の推進

第10章 地球時代に伴う 自然や異文化と の交流 ． ・ 共生
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - - - - - - - - --- - - - - - - - - ― 基 本 計 画- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - --- --- - - - - - - - -

も、 それを具体化する実践主体とセットで提示さ
れなければ、 文字通り 「絵に書いた餅」に終わら
ざるをえない。そして、 当面の本教育計画の実践
上体が、 現在の教育委貝会各課であること自体に
変化はない。

そのため、 「基本構想」ではあく ま で中 ・ 長期
展望にたった教育の理想と課顕を提起する。それ
を受けて、 現状の教育 ヽンステムを前提としつつも、
可能な限り現実化させるために必要な施策を改め
て考察し、 それをコンセプト化して提起したのが、

「碁本計画」 の7本の柱なのである。加えて、 そ
の7本の柱を並列するのではなく、 学習者主体の
教育 ヽンステムに向けての再構成への第一歩として、

サンドイッチ 構造をと っ たわけである。
その意味で、 新世紀教育計画の役割は、 20世紀

型教育ヽンステムと21世紀型教育 ヽンステムの橋渡し
にあると考える。

■ 問題解決学習 も 必要

しかし、 それにしても現行の教育委員会行政で
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は対応で き ない課題が多々あることも否定で き な
い。そのため、現状のシステムでは対応で き なく
とも、 必要な課迎は提起しておかなければならな
い。

さらに、 教育委員会以外の行政主体、 あるいは
民間事業所や各種ポランティ ア活動ともネ ッ トワー
クをはりつつ実践化するための道筋だけは用意し
ておかなければならない。

それが、 「新たな時代が要請する課題への教育
面の取組み（第8 窃～第10帝）」として提起した
3つの課題である。

こ の3つは、いわば、 行政 ・ンステムを前提にす
るのではな く 、問隠中心に組み立てた内容である。
l 帝から 7 咲までのサンドイッ チ作りが系統学習

であるのに対して、 問題解決学習に相当する計画
づくりといえよう。

したがって、 この中に盛られる内容は、 教育委
員会各課が担う場合もあれば、 他の部局に任せる
ものもある。相互に辿携をとりつつ進めるものも
あれば、 民間や ボランテ ィ ア団体に委ねる課題も



あ り う る 。
た だ し 、 そ の 「課題の提起」 と 「解決 の 方 向 」

の提示 は、 静岡県の教育の あ り 方に宜任を持つ 主
体 と し て 、 当然、． 教育委員会が担 う べ き で あ る 、

と い う 立場か ら 設 け た部分であ る 。
「問題解決学習を進め る た め の ネ ッ ト ワ ー ク づ

く り の中核を教育委貝会が担 う 」、 と い う わ け で
あ る 。

一方で、 確実に各課の課 題 を 系統的 に実践 し 、
他方で新た な 時代が要請 す る 課題 に 向 け て 、 射程
を 広 げな が ら 、 教育計画を現実化 さ せ る 。 こ の よ
う な実践化の方向を示すのが上向 き の矢印であ り 、

第 8 、 9 、 10章に よ っ て 、 第 1 、 2 、 3 、 4 、 5 、
6 、 7 章を支え る 構造で あ る 。

で は、 こ の 10種の施策 コ ン セ プ ト は、 そ れ ぞ れ
どの よ う な系統学習 と 問題解決学習を志向す 戸 の
か。

学習環境整備へ の 2 つ の カ ギ

■ 大 ・ 中 ・ 小の 項 目

と こ ろで、 「基本計画」 を構成す る 10種の施策
（第 1 章～第10音、 以下大項 目 と 称す） は そ れ ぞ
れ数種の中項 目 に よ り 、 そ の 中項 目 も ま た数種の
小項 目 に よ っ て構成 さ れて い る。 そ の結果、 基本
計画の内容は120種近い 項 目 に よ っ て構成 さ れて
い る た め 、 そ の一つ ひ と つの内容を こ こ で解説す
る こ と は不可能であ る。 そ の た め 、 大 ・ 中 ・ 小 の
項 目 を ひ と ま と ま り の も の と し て と ら え 、 そ の ま
と ま り 方の特性に注 目 し て い き た い。

そ こ で ま ず最初に 「第 1 章 生涯に わ た る学習
四境の整備」 だが、 あ え て い う ま で も な く 、 「第
7 ft,: 生涯学習社会 に対応す る 指導者 と 施設の総
合的活用の推進」 と と も に、 生涯学習社会形成 と
い う サ ン ド イ ッ チ の パ ン をつ く る 大項 目 ＝ 施策 コ
ン セ プ ト であ る。

■ 全ての人に生涯学習 を
再び図 1 の 目 次 を み て い た だ き た い。 「第 1 章」

で は、 生涯学習社会を形成 す る た め に教育行政が
担 う べ き 役割 と そ の実践化の方向が、 二つ の中項
目 と 六つの小項 目 に よ り 提示 さ れて い る 。

す な わ ち 、 中項 目 の 「 1 生 き が い に満 ち た 生
涯学習の振興」 に よ り 、 あ ら ゆ る 年代の人 た ち が
自分の学習ニ ー ズに応 じ て、 い つ で も 、 ど こ で も、
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自 由 に学ぶ こ と が で き る よ う に す る た め の学習珀
境の整備が、 行政の第一の役割であ る こ と を 明 ら
か に し て い る 。

そ の実践化推進の基盤 と な る のが、 公的機関の
み で な く 、 民間や県内の高等教育機関 と の ネ ッ ト
ワ ー ク 化を も 含 め た総合的な推進体制の整備であ
る あ る こ と を 、 小項 目 で示す ( 1 -(1))。 さ ら に 、
単に学習欲求の高 ま り を待つの で は な く 、 栢極的
に学習ニ ー ズの開発 に 取 り 組む一方で、 そ の ニ ー

ズに応えて家庭や学校や社会の学習機能 を よ り 一

屁高め る 施策の必要性 ( 1 -(2)) を提示 す る と と
も に、 そ れ ら の学習情報を一人 ひ と り に伝え る シノ
ス テ ム の整備 ・ 充実が行政の最 も 亘要な役割であ
る こ と も 小項 目 に 明記す る ( 1 -(3))。

■ 未来か ら の人 た ち に
他方、 中項目 「 1 」 が全ての年代の人た ち を 対

象 と す る 計画 で あ る の に 対 し て、 2 1 世紀の未来
を担 う 子 ど も た ち の教育の あ り 方に焦点を絞 っ て、
役割を明記 し た の が中項目 の 「 2 学校週五 日 制
の推進」 で あ る。

た だ し 、 そ の実践化の 目 的 は、 学校の教育 を 5
日 間 に減 ら す こ と で は な く 、 地域社会や家庭を 含
め た子 ど も の生 き る 場全体に お け る教育力の再創
造 に あ る ( 2 -(1 ))。 そ の た め に は、 ま ず、 学校
が地域や家庭に開かれた場に稲極的に変わ る こ と
が不可欠であ る ( 2 -(2))。 さ ら に 、 学校 の 外 に 、

子 ど も た ち が ’'共に遊び、 学び、 教 え あ え る ＂ た
めの多様な場と機会を創造す る こ と が課題 に な る
( 2  -(3))。 そ し て、 こ の よ う な生涯学習社会形成
に 向 け て の役割 と 実践化の方向を 、 多様な教育 ・
学習の ス テ ー ジ に応 じ て 、 現実化 さ せ る た め の 基
本計画が、 何度 も 繰 り 返す よ う に第 2 章か ら 第 6
章を構成す る 大 ・ 中 ・ 小の各項目 な の であ る 。

ま た、 そ の実践を 担 う “ ヒ ト 、 モ ノ 、 コ ト ＂ を
総合的に育成 ・ 充実 ・ 活用 す る た め の計画が第 7
章で あ る 。

と り わ け 、 第 1 章の 「 2 学校週五日制の推進」
と 密接に関係す る の が、 い う ま で も な く 「第 2 章

自 立 と 共生 を 目 指す学校教育の 充実」 で あ る 。
そ こ で次 に こ の大項 目 の特性に 目 を 向 け た い が、
基本計画全体の中で最 も 多 く の 中 ・ 小項 目 に よ っ
て構成 さ れ る 大項 目 で も あ る。 そ の た め 、 こ こ で
は第 2 章 す な わ ち 大項 目 「 2 」 の基本計画全体の
構成上の位置づけ と 個別大項 目 と し ての内容構成
上の特性 と い う 二つ の観点か ら紹介 し て い き た い。



■ 学校教育 と して統一
まず全体構成J..:.での特性は、 幼稚園 、 小学校 、

中学校、 高等学校、 低殿学校という個々の学校教
育を、 ひとまとまりのものとして位置づけたこと
である。これが中 ・ 小項 目 が膨大になった理由で
もある。 加えて、 単に項 U が多いだけではない。
第 1 喉と第 3 、 4 、 5 、 6 、 7 帝は、 サ ン ド イ ッ
チ構造とともに説明したように、 施策体系との関
わりにより、 それぞれ静岡県教育委且会を構成す
る各課に単独で対応した内容になっている。だが、

第 2 衣は義務教育、 高校教育、 特殊教育という三
つの課にかかわる施策で構成されている。 その意
味で、 他との幣合性を考えるな ら 、 校種 ごとに大
項 目 を起こすべきであろう。 それをなぜ、 学校教
育で統 一する必要があったのか。 理由は、 枯本計
11lij全体を四 ＜ テ ー マである 『盟かでゆとり満ちた
生涯学習社会の形成」にある。

■ 学校教育の方向性
新 世紀教育計画の課遁は、 学校教育のI�涯学習

化であるということは前に述べた。 生涯学習社会
における学校教育のあるべき方向を提起し、 それ
に向かって現在の学校をどのように改編するかが、

本教育計画の最重要課図といっても過言ではない。
その具体化のひとつがサ ン ドイッチ構造であるこ
とはすでに指摘した。次の問顕は学校教育自体の
方向性である。

だが他方で、 改編といっても、 現在の学校教育
が果たしている役割を無視することはできない。
さまざまな困難な課題を抱えつつも、 現代の日本
社会において、 学校教育が果たしている役割は極
めて大きい。 さらに、 生涯学習社会を形成する過
程においても、 現在の学校教育が果たすべき役割
は非常に大きい。生涯学習社会が要請する学校教
育の改編とは、 学校の役割の変化であっても、 機
能の縮小ではない。むしろ、 教育 ・ンステム全体に
おける屯要度はより高まる。 とりわけ日本の場合、

学校は、 これまでの歴史をふまえるなら、 生活に
密祈した地域社会を舞台とする生涯学習推進 、ン ス
テムを形成する上で、 極めて重要な教育賓源であ
る。

ただし、 現状のままでは、 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 • 投
それぞれの校種 ごとに完結した教育がなされる傾
向が強い。 未米を生きる千どもたちの生涯にわた
る学習の枯盤を教え育てる機関になるためには、

改編すべき1'1iが多々あることも否定できない。

■ 三つの要請
すなわち、 ①学校教育自体のIITiJJi学習化へのガ

向づ けを提ぷしながら、 ②現状の機能を維持しつ
っ 、 ③地域社会を）封盤とする生雅学習の推進を担
ぅ 、 という一．つの要請を同時に満たす答えを用 意
する こ と。 これが学校教育についての新教育計 111ij
の課題であった。そのために、 まず①の要請に答
えるために、 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 ・ 従を 「自 立と共生
を目 指す」という コ ンセプトにより、

一つの大項
目 にまとめ、 各校種単位の内容を一ラ ン ク 下の中
項 日 に位岡づけた。 他方、 ②の要訥である校稲単
位の現在の役割を維持するため、 校種 ごとに立て
られた中項目 に他の人項目と同じ重みをもたせた。
その結果が、 10種の大項目のなかで最も多くの中 ・
小項 目 を包含する大項 目 の誕生というわけである。

■ 内容構成の枠組み
この三つの要請は、 次の二つの方法により、 内

容構成の枠組みとしても展開した。その ・つは、

巾項目のコン セプトの表現の仕方。
すなわち、 ①と②の要諮を同時に満たすために、

学習者の特性に応じて校種単位に、 生涯学習の砧
盤を育むための課遁を設定し、 象徴的な言葉で教
育目標を提示。それを中項目のコ ンセプトとして
表現したことである （図l と図 2 を参照）。 各校
種独自 の教育目 標という点では②の要請、 生涯学
習の基盤づくりという面で相互に関辿している点
では①の要請に応える構成である。さらに、 ③の
要請への答えとしては、 中項 口の コ ン セプトを誰
もが理解できるよう、 親しみやすいキ ャ ッ チ フ レ ー

ズとして表現した（「温かさのある幼稚園」 など）。
□つ目 は、 小項 目 の枠組みを統 一したことであ

る。 すなわち、 校種単位に立てられた中項 目 の教
育内容を構成する小項 目 の枠組み 〇謡！フ レ イ ム）
として、 「自立」 「共生」 「開かれた学校」とい
う三つの教育内容に関する コ ンセプトを提示した
わけである。 そこで次にこの一．つのキ ー コ ンセプ
トと各校種単位のキ ャ ッチ フ レ ー ズについてもう
少し紹介したい。

■ 学校教育のキ ー コ ンセ プ ト
まず、 キ ー コ ン セプトについて。 顔と名前が異

なるように、個性や能力も子ども •人ひとり異な
ること。 何よりも一人ひとりの人生が異なる以上、
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哨ら立つ” ための課題もまた一人ひとり沢な
るはず。ただし、 址礎 ・ 店本の否定ではない。 個
性と能力が異なれば、 その学習過程もまた児なり、

自 立への課頗が異なれば、 ii�礎 ． iふ本の内容 自 体
が個性的である必要があるということである。

さらに、 自立は孤立ではない。 多様・巽四な人 ・
社会 ・ 文化 ・ 自然と ‘‘共に牛きる” こと こ そ、 ヒ

トが人間として盟かな生を活きるための必須条件。
加えて、 子どもが自立 ・ 共生する 世界は学校の中
ではなく 外のはず。一人の人間と して外で生きる
ための基礎・碁本の学習は、 学校の中の教師のみ
では担えない。 外で生きる人たちの助けが必投で
ある。援助を願う以上、 外の 世界に貢献するのは
当然であろう。地域社会に “学校を聞く ＂ ことが、

教育内容の共通フレイムのキ ー コ ン セプトになる
理由である。

■ 2 1 世紀への正夢
次にキ ャ ッ チ フ レー ズについて。
生涯学習が前提なら、 幼児期から思、イギ期をへて

若者に成長する過程で学習課函が異なるのが 、竹然
であろう。 それも一人ひとりの 自 立 ・ 共生が課辿
である以上、 教科書的知識の難易皮ではなく 、 学
びと育ちのあり方としてである。これが、 fども
の成長と発達に則した課題を、 だれにも理解でき
る キ ャ ッ チ フ レー ズとして校種単位に提ポした理
由である。

まず、 子どもが始めて家庭を出て、 公的な教育
機関において他者とともに育つ幼児期においては、

何よりも愛梢盟かな “温かさ’' が必要である。
次いで、 生涯学習の基礎を培う児窟期の小学校

時代は、 子ども一人ひとりが “学び＂ の ‘'明るさ＂

と ‘'楽しさ’' を五感で体得することが課題である。
また、 思春期に入り大人と し て自V．するための

基盤を築く中学時代の課題は、 自らの判断で “学
び’ の “喜び＂ を ‘‘見いだす＂ ことにある。

そして、 思春期を越えて一人の人惜lとて人生の
方向を考え選択しなけばならない高校時代の課坦
を、 ＂個性が開花し夢広がる” と表現 したわけで
ある。

さらにより注意すべきことは、 自 立と共生は健
常者のみの課題ではないことである。様々な節害

を持って生まれた人達が、
“可能性を広げ希望に

満ちた＂ 人と しての生を開くことができるかどう
かが、 今後の教育の最菫要課顕であることを忘れ
てはならない。理由は超高齢社会とは誰もが節害

者となる社会であること。ハ ン ディを前提とする
臼 立と共生は、 こ れからの日本社会で生きる全て
の人が必要な発達課頴である。

このようなきめ細やかで多様な教育は、 教師で
あれば誰もが一度は抱いた拶ではなかったか。だ
が、 それだけに、 このキ ャ ッ チフ レ ー ズあるいは
先の共通 フ レイムとなる ・：種のキ ー コ ン セ プトに
屈づく教育実践についても、 それを現実化するう
えでの困難さに対するイ召（やとまどいもまた人き
いのではないか。 とりわけ、 拶はあくまで拶であっ
て現実ではない、 と考える先生方が多いのではな
いか。しかし、 その夢を “正炒＂ にするもう一つ

の現実が、 この教育計両 策定過程において明らか
になってきた。それは少 f•化現象のさらなる進行
である。

少子化が か な え る 教育 の 夢

■ 1 996年元旦
新世紀教育計画策定がス タ ー トしたのは1994年

3月、それから二度 目 のd•*.J1であり、 2 1 世紀まで
あと 5 年となった1996年 1 月 1 日 の新聞をみて照
いた。昨年の出生数が再び減少したとの記事があっ
たからである。

私は主要新聞の元旦紙而を見ることを仕事始め
に し ている。 特に、 ここ数年、 屏生省による前年
の人口推計に注目 してきた。

半成 7 年の元旦は、 1 19万 (1993年）から1 24万
(1994年） へと出生数増が大きく 報道された。 こ
れでようやく少子化に歯止めがかかるとの期待を
もった方も多いのではないか。ところが、 今年の
各紙共通の見出しは 「出生再び減少」。 1995年は
119万代に逆戻りした様子である。

これまで何度か、 新 世紀教育計両策定の背景に、

少子化による教育システム転換への圧力がある こ
とを指摘した。その意味で、 1994年の出生数増の
傾向が1995年も続けば、 システム転換への余裕が
できると考えていた。しかし、改革への時間はま
すます限られてきたようである。

■ 夢を求めて
堺屋太一氏による 『大変な時代』 という言葉が
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今年を象徴する ようだが、 教育界も例外ではない。
だが、堺屋氏も指摘 し てい る が、 こ ういう時代だ
からこそ夢あ る プラス思考が必要であ る 。

1995年 （平成7) 末に発表されたリ ク ル ー トの
進路動l□J予測では、 現在の大学の定貝が維持され
れば、 2009年に日本は大学全入時代にな る と のこ
と。 2009年に現役生として大学を受験する人達は、

1996年 4 月時点で5歳の男女。 これから小学校に
入 る 子どもたちであ る 。

加えて、 当然のことながら、 2009年に突然全入
時代にな る わけではない。それまでの ぽ女年の間、
子どもの減少に伴って入学率は毎年確実にアップ
す る 。 さらに、 私の職場も含め、 生き残 り をかけ
た大学改革により、 大学の定員は現在増加中であ
る 。 その結果、大学全入時代はよ り 早ま る 可能性
もあ る 。 そして、 昨年生じた再度の出生数減少は、

この方向をより確実なものにする 。
少なくとも、 現在の小学生が大学を受験す る 時

には、 全く異なる 状況になってい る ことを指摘 し
ておきたい。 理由は、 現在 の 受 験 、ン ステ ム は 、

1973年の 209万人を ビ ー クとす る 第 2 次ベ ビー プー

ム 世代 （団塊、ジ ュ ニア） の成長とともに構築され
てきた仕組みだか らである。 その 6 割にも満たな
い119万人が昨年の出生数であ る 。 そして 現在の
大学進学率は四割以上、 専修 ・ 専門学校を含めれ
ば同年代の7割が高校卒業後進学している。 ちな
み に、 73年生まれの男女とは、現役生なら現在大

学 4 年、 超氷河期といわれた就職戦線で苦闘して
いる若者である。

すなわち、 学校教育を入試のための序列づけか
ら解放 し 、 fども一人一人の個性に応じた学びの
世界に転換させること。 これが少f化の教育シス
テムヘの圧力の中身と考え る 。 その意味で、少子
化こそ新 世紀教育計両がU指す学校の生涯学習化
の基盤である。そしてこれが、 先にキ ャ ッチフ レ ー

ズやキ ー コンセプトに込めた新 世紀教育計画 の
“拶＂ を “正拶＂ するもう ・つ の現実と し て、 少

--f化現象の進行を提示 し た理由であ る 。

学校 を と り ま く 生涯学習の輪

■ 改めて全体構造
少し横道にそれたが、 再び新 世紀教育計画の項

目 の紹介に戻 り たい。
図3を見ていただきたい。こ れは平成 8年1 月

18 日 の県教百委貝会定例会において新 世紀教育計
画が決定されたときに、 その内容を県教委から記
者発表する際 に配布された 臼料の一つであ る 。

（同様の図は新 世紀教育計画の本冊子にも掲載さ
れている 。参照いただきたい。）これが 「基本計
画」 の全体構造。既に紹介したサンドイ ッ チ構造
をふまえつつ、 新たに基本計画を構成す る 十種の
i•;f：全体の相互関係をより明確に示した図であ る 。
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すなわち、 「未米を切り拓く感性と創造性を求
めて」が新 世紀教育計画 の 目 指す方向。そのため
に必要な 「盟かでゆとりに満ちた生涯学習社会の
形成」の具体化に向 け て、 理念とそれを担い現実
化する ヒト、 モノ、 コトのあり）jを示す第 1 章と
第 ヒ帝。その二つの常に挟まれた空間 （第 2 ~ 6  

京） が生涯にわたる人の学びの過程である。
家庭教育に始まり 、 学校教育と I1J.少年教育が平

行して進行し、 その後に社会教育が生涯学習を支
援する。その回りに体育 と 文化が二菫に取り囲む。
その外側を少子 ・ 高齢化 （第 8 究） 、 高度情報化
（第9 章） 、 地球時代と即埓問頗 （第10音） とい
う 2 1 世紀にむけて日本社会が解決すべき問題群
が要請する新たな教育課澁が、 二方から射し込む。
これが全体構造である。

その中で学校教育については既に紹介した。
次の課超は学校を取り囲む四つの音である。

■ 中核は学校教育だが
学校教育が図の中心ということは、生・涯学習社

会といえども、 やはりその中核に学校教育がある
ことを示している。ただし、 それは人生の基盤を
形成する児直期、 思春期、 1

1f年期における意図的・
計画的な教育の必要性と重要性を示したものであ っ
て、 他の学習機会の価値を下位に位置づけること
を意味するのではない。

すなわち、 家庭教育に始まる他の教育を、 学校
教育の下位に岡 く こ とを意味するのではない。人
間は生涯にわたり成長 ・ 発達する存在、 という学
習観が前捉である。家庭や地域での教えと学びに
支えられてこそ、 学校は21世紀の日 本社会を担う
子どもの育成機関になりうる ことを示す区］である。

では、 学校教育とは異なる家庭教育や地域社会
固有の教育課題とは何か。

■ 市民と し て
ヒ トが人間となるための歩みを始める場が家庭。

そ こでの学びの重要性は時代と社会がいかに変わ
ろうと不変である。ただし、 本教育計画はあくま
で公的な行政が担う教育の計画。私的な家庭の 世
界 に直接介入する こ とは偵まな ければならな い。
この傾向は、 社会の成熟度が増す ほどに強まるは
ずである。家族の多様化の進行もまた止めえない
であろう。

その意味で、 家庭教育の課題は了どもを産み育
てる両親の教育である。図 3 において家庭教育を

括弧で臼み、 朕1 1 の 口次が示すように、 「盟かな
人格の基盤をは ぐくむ家庭教育への支援」 を、 社
会教育の課迎である 「第 4 帝」の 「 2 」に位四づ
けた理巾である。では、 家庭を巣立とうとする子
どもへの教育課題は何か。「次代を担う心盟かな
た く ましい青少年育成」 （第3 章） は、 意図的 ・
計画的な学校のみでは担えない。

一人の市民として、 自ら社会を構成する主体者
となるための 自虹と能力 （市民性） をいかに培う
か。 それは、 実際の社会生活を営む現場に直接参
加することでしか身につけられない。この社会の
現場の教育力を高める新たな活動の推進、 それを
支援する社会晶盤 • 四境の充実整備が、 青少年教
育の課涵である。さらに、 学校教育を終えた一人
の成人として 、 「盟かな人生の創出」を キ ー コ ン

セプトとする学習活動の推進が、 生涯学習社会に
おける社会教育の役割。 具体的には、 誰もが、 い
つでも、 どこでも自己を高める こ と に挑戦できる
学習機会を準備する一方で、 理不尽な差別を排除
する確かな人権感鎚を培う教育を推進することが、

社会教育の課閣になる。

■ 生涯学習の源泉
生涯にわたる学びは、 健やかな身体の育成によっ

て支えられる。体育が、 学校教育 ・ 1坦少年教育 ・
社会教育という生涯学習の場を取り囲む理巾であ
る。 そのために必要なのが、 一方で誰もが気軽に
取り組める生涯スポ ー ツであるとともに、 他方で
自分の可能性に挑む競技スポ ー ツの振輿である。
加えて 「みるスポ ー ツ」という新観点から、 「健
康で明るい生活を支えるスポ ー ツの振輿」（第6

浮） がキ ー コ ン セプトになる。
さらに、 教育と学習の基盤は文化の盟かさにあ

る。長い歴史に育まれた文化を継承するとともに、

盟かな文化活動を創造すること。そして、 静岡の
地から世界に文化を発信する社会を構築すること。
こ の二つを課涯に、 「未来を拓き、 世界に広がる

しずおか文化の創造」というキ ー コ ンセプトが、
生涯学習全体を大きく包み込む理由である。

改編 の カ ギ を に ぎ る 教職員

■ 教科の改編
『小 ・ 中 ・ ，出に「総合科」 新教科 設 四 提 言

方針 斑境・情報など主眼J
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平成 8 年3月 4 「1 の読必新聞の 見出しである。
その内容に、 第15期中央教育密議会が21世 紀 の 学
校週在日制 下の小・ 中 ・ 1:di校教育に、 新教科と し
て 「総合科」 （仮称）の設四を提言することを固
めた、 とあった。四境教育や情報教育、 国際Jll！解
教育な ど社会的な要諮がばまっている教育課程を、

学校教育に組み込むための時間枠。以前にもまと
める 予定の答申に、 学校週五11 制の完令実施とと
もに盛り込まれる見通し、 とも記されていた。

文部省による 正式発表ではないため、 尖際にこ
のような答申になるかどうかは今後の問題。たと
え答申に盛り込まれても、 その後の教育課程容議
会を経ての新たな学習指迎要領において尖現する
ためには、 解決すべき問題が多々 ある。 だが、 学
校週五日制の完全火施が1iii提になれば、 教科の 再
編 ・ 統合もまた論議の対象にならざるをえないは
ず。少子・凶齢化、 国際化、梢報化などの 急激な
進行に伴い 、 旧米の教育課程では扱いきれない教
育課幽が存在するこ と も1i実。その意味で、 21 世

紀の日本の学校教育において 、 「総合科」に類す
る新教科が求められていることもまた否定できな
い1i実である。

もう 一つ21世紀の学校の課渥を考える 卜で氣に
なる記事を紹介 し たい。

■ 学歴主義の改編
『さくら銀、 年齢給を廃止 総合職 勤務地

限定制も迎入J
平成 8 什： 2 月 9 日 の日本経済新聞の ••面ト ッ プ

の見出しである。さ く ら銀行が人件毀削減を「 l 的
に年功貨金制を!%1．し。能）j上義による人 ・ド ・ 給与
体系に転換する と ともに、 勤務地や職務を限定し
た新職制の導人による従業員の処遇の多様化を検
討中との 内容である。

年功負金は終身雁用とセ ッ ト 。 終身屈用だから
こそ卒業後に入る企業のランク と結びついた大学
の銘柄が問題になる。少々 犠牲を払っても、 銘 柄
大学に人学できれば人生は保節されるからである。
これが 日 本型学歴主義の社会的基盤。その年功賃
金の｝兎止は当然、 終身屈川と結びついた銘柄大学
人学の価値に影粋する。能力給になれば、 次 々 と
新たな課題に挑戦し、 その解決能力 （個性）を梢
極的にア ビ ールすることが必炭。 「総合科」 新設
の社会的背最と言えまいか。

)JI Iえて、 既に紹介したが、 少 f·化の進行で21 世
紀初頭の n 本は大学全人時代になる。 1日米の教科

構造を前提に、 知識の記岱1心と処理の速さで銘柄
大学人学を競う学校教育の再編成が、 21世紀型教
育システム創造の中心課閣になることは明らかで
あろう。

■ システム改編の道筋
これまで紹介してきたように、 新世紀教育計画

の課澁は、 20 世紀型から21 世紀型への教育システ
ム改編を、 現行のシステムの機能を維持 し つつ推
進すること。その ための フ レイ ム が二菫の サ ン ド
イッ チ構造。 理念 （第 1 浮）とそれを具体化する
ヒト、 モノ、 コトのあり）j (第7 荏）で 、 現行シ

ステ ム （第2 意～第6 章）をはさみ、 それらを基
本構想と21世紀が要請する新たな教育課頗 （第8

沼、 第 9 帝、 第lO�'i:) ではさむ構造である。いず
れも、 今後生じる時代と社会の変化に、 現行の教
育システムが的確に対応できるための道筋をつ け
ることが日的である。

て、 これまでサ ン ド イ ッ チ のパンの片）］と中身
である 「基本計画」の第 1 浩から第6布まで紹介
してきた。 残るは第 7 帝から第10 常の内容である。

ただし、 第7章の概要はすでにサン ドイッチ構
造 の説明過程で幾度か紹介してき た 。そこでここ
では、 本計画の 策定開始後 一年17 の時点で発表し
た中間索案にはなかったが、 二年 目の検討過程に
おいて新たに付加した第7 常の 「 3 時代の進展
に対応する教育経営の推進」の「(3)学習活動 の 多
面的な評価と人学者選抜制度の在り方の検討」と
「(4)地域の防災拠点として の学 校 ・ 施設経営の推
進」 を特に取り上 げて紹介 したい。

■ ま ず学校か ら
「 3 -(3)」は、 人試制度にかかわる課頌である

以 上、 従米なら高校教育の欄に人るべき項目であ
る。だが、 先に紹介したさくら銀行の記‘µが示唆
するように、 現行選抜 ・ンステム の前提にある日木
型学歴主義の改編を視野におけば、 問謡は高校入
試や大学入試のあり方に止まらない。学校教育シ
ステム全体の課題として 、 とりわけ出1 1ではなく
学習過程全体における評価のありガとセ ッ トで検
討する必要がある。これが現行の教育システム全
体を統括する位間 （第 7 咲 3 ) においた理由で
ある。

「3 -(4)」 はいうまでもな く 阪神淡路大震災の
教訓をふまえ て の 項 目 である。 ただし、 よ り 栢極
的に、 巌災のみでな く 、 未米に生じる予期せ ぬ 災
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害 の た め に 、 学校 ・ 施設経営を ど こ ま で準備で き

る か を課題に提起 し た。 さ ら に 、 こ の問題解決へ

の道筋は 、 よ り 普辿的に 、 学校週五． 1 1 制 下 の21 世

紀の学校が、 地域住民の生活を支 え る 基盤 と し て

新た な 価値を獲得で き る か ど う か に つ いて 、 真 っ

正面か ら 問 う こ と に よ っ て の み見 い だす こ と が 1 1J

能 に な る と 考え る 。 こ れ が 「 3 - (3)」 と 同様 に 、

「 3 - (4)」 を現行の教育 シ ス テ ム 全体 を統括す る

末尾に 置 い た理由で あ る 。

次 に 、 新た な時代が要請す る 課頴 を提起 し た 第

8 、 9 、 10帝に つ い て だ が、 こ の位置づ け の 概 要

に つ い て も 本計画の構造 と セ ッ ト で紹介 し て き た。

ま た 、 内 容 に つ いて も 、 本計画の視点や原則 を 論

じ る 過程で実阿的に紹介 し た。 そ の た め 、 本 稿 の

末尾 と す る た め に 、 各名の個別的な解説ではな く 、

三つ の章に共通す る た教 育 シ ス テ ム 改編への必要

性、 と り わ け今後予測 さ れ る 学校教育の変化 と そ

の具体化の方向 を提示す る こ と を考 え た 。 と こ ろ

が、 中教審 に よ る 「総合科」 の構想や さ く ら 銀行

の年功竹金廃 1}.の新聞記事が示唆す る よ う に 、 現

実の変化は私の f想を越えて進行 し て い る よ う で

あ る 。 し た が っ て 、 こ の点につ い て も 、
二つ の 新

聞記事を紹介す る 過程で論 じ た 、 こ のギ丈の持つ

意味につ い て の私見を提示す る こ と で代え た い。

た だ し 、 こ の二つ の記4iが示唆す る 教育 シ ス テ

ム 改編の方向を含め 、 新 世紀教育計1lili に は 、 2 1 世

紀前
‘

I頌．の 日 本 に生 じ る 教育課題 に つ いて 、 現在考

え う る 限 り の変化を予測 し た フ レ イ ム が組み込ま

れ て い る こ と を指摘 し て お き た い。 し た が っ て 、

是非、 計画全体 の 内容 に つ い て吟味 し て い た だ き

た い。 さ ら に 、 こ の計画 に枯づ く 具体的 な 施 策 を

ま と め た実施計画 に も 目 を 向 け て い た だ き た い。

し か し 、 あ く ま で計画で あ る 。 実際に教育 ヽン ス

テ ム を改編す る の は こ れ か ら の課誼であ る 。 加 え

て 、 こ の新 聞紀教育計画は静岡県の現状 と 未米 を

踏 ま え て策定さ れ た も の で は あ る が、 こ れを実践

す る 一人一人の状況に応 じ て計11Iij し た も の で は な

い。 し か し 、 21 世紀の 日 本社会が要求す る 生涯学

習社会 と は、 一人一人の 自 立 に基づ く 多様な学習

機会の創造 （多元化） が基盤、 そ れ が い か に 理想

的な も ので あ っ て も一つの型 （ 元；化） に統 一 す

る も の で あ っ て はな ら な い。

し た が っ て 、 新世紀教育計画の実践化 は 、 本計

画 を 読 ま れ た一人一人が、 そ こ に記 さ れ た 内 容 の

言一句に こ だわ る こ と か ら で は な く 、 自 己の 生

き る 場に お け る 自 分 自 身 の 新 世紀教育計画の創造

に挑戦す る こ と か ら 始ま る と 考え る。 そ の意味で、

こ の計画の成否の カ ギを握る の は 、 2 1 世紀 を 生 き

る た め に 、 今 ま さ に学び育 ち つ つ あ る 了· ど も た ち

に 、 教職貝 と し て 、 親 と し て 、 地域の先祖 と し て

か か わ る 、 私 た ち 一人 ·人の在 り 方で あ る こ と を

強調 し た い。

本計画の策定 に あ た り 、 文部省体育局体育課長

の銭谷箕美氏、 旧立教育研究所の中野重人氏 の お

ー＿人 か ら 投屯な ご助言を い た だ い た。 匝 く 御礼 を

申 し 上 げ る 。

ま た一研究者に 、 L県の教育計両 と い う 大 き な 計

画の策定 に 参両 す る 機会を与え て く だ さ っ た 静岡

県教育委員会の諸先生 に も 感謝の意を表 し 、 未尾

の言娯 と し た い。
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